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Diderotのエクリチュール
-Les Bijoux indiscretsのエロティシズムに注目して一
?
谷
?
Diderot は， 18• 19世紀を通じて，総じてあまり評価されることがな
かったが，その主要な理由の一つは彼のテクストが猥せつであるからとい
うものであった。その批判が正当なものか否かは別にして，それが持続し，
一貫しているがゆえに，我々は Diderotの諸テクストが読者に与えて
•いる特徴を逆にその批判の中に読み取ることができる。そして，猥せつで
あるという批判の中でも，その鋒先がむけられたのが， LesBijoux in-
discretsであった。 Diderotの作品は死後出版されたものが多かったた
め，生前に出版されたこの作品に当時の批判が集中したのだが，l) 19世紀
に入っても， LeNeveu de Rameauを好意的に評価した LeBreton 
でさえ，「想い起こすにもあたらない純然たる猥せつな作品」2)として，
Les Bijouxにはまったくふれようとしていない。本論は，この Les
Bijouxにくわえられた猥せつであるという批判を出発点として， Diderot
のエクリチュールの特徴を探ろうとするものである。我々は Diderotの
文体 (style)についての LeoSpitzerの衝撃的な分析を知っている。3)
しかし R.Barthesのいう意味で，文体を純粋に個人に帰し，エクリ
チュールを作者と社会の間から生産される形式とみるときに，4>Diderot 
1)批評家には歓迎されなかったこの作品も，当時の読者には歓迎され，数力月の
うちに六版をかさね， 1749年に英訳が出版され，海賊版も出回るほどであった。
2) Andrll LE BRETON; Le Roman franfais au XVHI's松cle,Paris, 
1925, p. 382. 
3) . Leo SPITZER ; 《TheStyle of Diderot》,in Ling叫stiesand Liter-
aryR誌tory,Russell & Russell Inc., New York, 1962, pp. 135-191. 
4) Roland BARTHES ; Le Degre Zero de l'恥riture, Seuil, Paris, 
1953, pp. 17-29. 
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のエクリチュールについても焦点をあて，その意味を探求する必要があ
る。このような理由から，まず「後の全作品の萌芽で母胎」5)である Les
Bijouxという作品の猥せつ性に対する批判に注目して，そのテクストが
生みだすエロティシズムを検討してみることにしよう。
I . Les Bijoux indiscretsにおけるエロティシズム
1-1. 全体を貫通しているエロティシズム
Les Bijo虹ば 1747年に執筆され，翌年匿名で出版された Diderot
最初のフィクションである。宝石 (bijou)は，当時の庶民的語彙では男
女両性の性器を意味し．すでにタイトルそのものがエロティシズムを暗示
している。しかし，性器が喋るというユニークな発想は Diderotが発明
したものではなく， 13世紀に Garinという人が書いた Duchevalier qui 
fist les cons parlerという単純なお笑いコントにすでにみられる。とこ
ろが Garinのそのファプリオ (fabliau)は1756年まで出版されていない
ので,1747年の前半に Caylusによって出版された同じテーマの Nocrion
（諸者は逆方向から読まれんことを）から Diderotが着想をえたといわ
れている。6)
ところで，モデル小説 (romana clef)といわれるこのテクストは．豊
．かにその時代が映しだされている諷剌的フィクションである。その構造は
物語の直線的進展がみられることや主人公 Mangogulが寵姫 Mirzoza
の宝石を喋らせるかどうかという物語的サスペンスも存在するために，純
粋に挿話的構造であるとはいえなしヽという意見があるにしても9各章
は《指輪の試み》によって順番に一つづつ恋愛が露わに語られていく，き
5) Pierre MESNARD; Le Cas Diderot. Paris, 1952, p. 105. 
6) Denis DIDEROT ; <Euures completes, ed. H. DIECKMANN, J . 
PROUST et J. VARLOOT, Paris Hermann, 1975-(以下DPVと略
記）. -t.皿,Aram VARTANIANにょる《Introduction》,p. 13参照。
7) Robert J. ELLRICH; 《TheStructure of Diderot's Les Bijoux加
discrets》,in Romanic Reuiew, 52, 1961, p. 281. 
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わめて独立した構造になっている。全体は貞淑な女性を捜し求めるという
筋で一つに結びついていて，それによって物語は進展していく。物語は54
章から成立し，そのうちの約2/3は《指輪の試み》に関連した女性たちの
淫らな性関係や寵臣 Selimがヨーロッパ諸国や宮廷を舞台に繰り広げる
好色談である。そして残りの約1/3はいわば脱線部分で，そこでは当時の
論争 (Descarteset Newton; Rameau et Lulli; les Anciens et les 
Modernes)や Diderotの哲学や文学についての考えが映しだされてい
る。8) しかし何といっても，全体を貫通しているのは宮廷社会の淫らな性
関係に対する諷刺で．その中でも修道女たちの乱れた性や聖職者の猥せつ
さが鋭く諷刺されている。
このように LesBijouxは，後に明確な形になって開花する Diderot
のさまざまな問題意識が，いまだ混沌とした状態で，エロティックな物語
の中に描かれている。萌芽的な彼の思想のこの混沌とした記述は，きわめ
て多様な読解を読者に提供することになる。たとえば，《宝石》は実験を
重んじる Diderotの科学的態度のあらわれと読み取られたり，9>18世紀
の社会悪を暴露する破壊者として,Diderotの唯物論や，偏見や慣習に妨
げられない言語の問題を包含するものと指摘されている。10)しかし，より
総合的に《宝石》の役割をとらえると， 《宝石》は真実を暴露するという
機能によって説明することができる。そしてこの真実を暴露するために作
者 Diderotが選択した装置が，後の批評家たちが猥せつであると批判を
くわえたエロティシズムなのである。したがってこのエロティシズムは，
独立性が強い各章のテクスト全体から一貫して読み取ることができるので
ある。
また， LesBijo皿が書かれた頃は Crebillonfilsの LeSophaが
8) _Denis DIDEROT ; Les Bijoux indiscrets, ed. Jacques RUSTIN, 
Gallimard, 1981. 章の舟員にっいては《Preface》の pp.16-17参照。
9) Robert J. ELLRICH; op. cit., pp. 283-289. 
10) DPV, t. il, pp. 15-17. 
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よく読まれた時期であり， LesBijouxの中でも，「Zimaへ」 (AZima) 
と題された献辞＝序文11)や第1章で当時のリベルタン小説に言及している
ことから，12)この作品の背後には当時のリベルタン小説をみてとることが
できる。しかし， CrebiHonの観念的な恋愛を記述した優雅なタッチに較
べると， LesBijouxの記述には，直接的ではないにしても性行為の記述
が溢れていて，それゆえに猥せつ性を読者に強く印象づけることになる。
そしてこのような LesBijouxの中で，とくに猥せつであるといわれる
章が「旅する宝石」 (Lebijou voyageur)である。
I -2. 「旅する宝石」
Les Bijouxは全体が 2巻に分かれ，第 1巻に30章，第 2巻に21章，
さらに追加された3章を含めて54章から成立している。その第2巻14章に
あたるこの章は， Cypriaという名の娼婦が，ロンドン，ウィーン，ロー
マ，マドリッド，インド，そしてコンスタンチノープルと快楽の旅を続け
るという物語である。 Dide:i;otは本章の猥せつな記述を，英語，ラテン
語，イタリア語，スペイン語とフランス語の併用という形で，外国語を駆
使して描いている。 J.Rustinは folio版の注の中で，13)「旅する宝石」
がフランスではこの版で初めてフランス語に翻訳されたことを述べている
ので， 1981年になるまで，フランス人でも四カ国語に通じていなければ読
めなかったわけである。14)もちろんDPV版全集にもフランス語訳はのっ
11) 献辞の形にはなっているが，実際は読者に対する序文である。
12) 序文と第 1 章には Crl!~illon 以外に Duclos, Voisenon, H. Pajon, 
La Morliereなどの名前があがっている。詳細は DPV,t. il, p. 32 
と p.35参照。
13) Jacques RUSTIN ; op. cit., p. 360. 
14) 日本語の翻訳は1951年に出ており（実際は1948年に小林季雄訳が出版されて
いるが，筆者未見のため．本章が翻訳されているか否かはわからない），フ
ランス語訳も MartinFONTIUSの東ドイツ版では1979年に出ている。
新庄嘉章訳．『お喋りな宝石』．大雅洞．小林季雄訳，『不謹慎な宝石』，操
書房．
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ておらず，その理由は「あまりにみだらな言葉である」15)からと説明されて
いる。 Diderot自身も本章の猥せつ性を十分に理解していたのであろう。
というのも「Zimaへ」という献辞＝序文の中で，「〔LesBijo心の〕端
から端まで読みなさい。誰かがあなたに訳してくれる「旅する宝石」の話
さえも私は例外とはしません。それはあなたの美徳に苦痛を与えたりはい
たしません。訳する人があなたの校長先生や恋人でないならば」16)と述べ
て本章に言及しているからである。しかもその猥せつ性を自覚していたか
らこそ， Diderotは本章を外国語で記述して，カムフラージュしようと
しているのであろう。
ところで，この章が猥せつであると批判をうけるのは，一つは猥せつな
語句が直接用いられているためであり，また一つはそれが性行為の記述で
あるためである。性的語句を用いて性行為を表現するのがポルノ小説の特
徴であるとするなら，「旅する宝石」はまさしくポルノ小説といえるだろ
う。実際，この章と当時のポルノ小説との結びつきは Vartanianも指摘
しており，「LesBijo匹はポルノ小説からはごく僅かに特別な要素しか
借用していない〔…が〕「旅する宝石」は第一級のポルノ作家の素質を
Diderotの中に例外的に見いだすことができる」17)として，当時のポルノ
小説を4つあげている。つまり，「旅する宝石」は，性愛そのものを記述
することを目的とした性の直接表現なのである。しかしそれでも一応は外
国語というヴェールをまとっている。当時はポルノ小説が検閲を通過する
ことなど考えられないので， Diderotは外国語を用いたのだろうが，・外国
語ゆえにそれだけ一層猥せつな記述が可能になったとも考えられる。・外国
語を駆使して猥せつな表現をカムフラージュするのは， Diderotの諸テ
クストがもつ一つの特徴でもあるが，それはもっとも単純素朴なヴェール
である。そのヴェールは隠喩の場合とはちがって，簡単に剥ぐ：ことができ
15) DPV, t. m, p. 287, Appendice n. 175. 
16) DPV, t. m, p. 32. 
17) DPV, t. m, pp. 11-12. 
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るからである。したがって，「旅する宝石」はテクスト全体を貫通してい
るエロティシズムが，きわめて直接的に，テクストの表層にあらわれた章
ということができる。
さらに， LesBijouxのエクリチュールについて考える場合に，ぜひ
とも見逃してはならないのが追加された3章である。なぜならば， 20数年
後に書き加えられたといわれるこれら 3章のテクストと1748年版のテクス
トは，両者のエロティシズムを通して，エクリチュールに差異がみられる
かどうかという問題を提起しているからである。
I-3. 追加された3章
ェクリチュールの差異を問題にする前に，これら 3章は作者 Diderot
が LesBijouxにいかなる評価を与えていたかを物語っていて興味深い。
批評家たちは， LesBijouxについて語る場合必らずといってもいいほど，
Diderot 自身がこの作品に対して後悔しているとして， Mm• de Vandeul 
と Naigeonの Mf!tnoiresf引用してきた。そこには確かに，この作品
の価値を下げる執筆動機と Diderotの後悔しか読み取ることができない。
その Mf!moiresとは次のようなものである。「〔当時〕 Crebillonの小説
が流行していた。私の父は Mm• de Puisieuxとこうした淫らな小説の作
り方について話していた。彼は要になる愉快な思いつきを見いだすことだ
けが問題で，あとは精神の放縦さが趣味の代わりをしてくれるだろうと主
張した。彼女はこの種の小説を書いてみたらと彼を挑発した。 2週間後に，
彼は LesBijo匹 indiscretsと50ルイとを彼女のところへ持参した。」18)
(Mm• de Vandeul)「毎日 Diderotは,_Les Bijo皿 indiscretsを書
いたことを後悔した。彼は本書について，たとえ人から好意的にその話をさ
れる場合でも，傷心と心ひそかに自らを責めている過ちの思い出が与える
あの困ったような様子とをもってでなければ，それを耳にしなかった。彼
はしばしば私に，指一本失うことによってこの過ちを償えるものならば，
18) Mm• de V ANDEUL ; ・Mbrioires pour servir a l'histoire de la vie 
et des ouvrages de Diderot, cite dans DPV, t. m, p. 5. 
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彼の想像力のこの錯乱を完全に抹殺するために，その犠牲を払うことをた
めらわなかったであろうと断言した。191(Naigeon) 
二人の Memoiresという証言を前にして，「人と作品」叢書流の実証
を重んじる19世紀の批評家たちが， Diderot自身指一本失っても抹殺し
たいとする作品を，評価することはありえないことだろう。しかしながら
伝記的資料にだまされてはならない。 Diderotの mystification癖は有
名で，それをはっきりと示しているのがこの 3章である。20)
伝記的資料から Diderotが後悔しているように思えるのは，テクスト
の猥せつ性についてである。しかし，追加された 3章の中で，「Mangogul
の幻覚」 (Visionde Mangogul)と題された章は，指物師が一つしか尻
に穴のない女にもう一つ穴をあけようとする場面がリアルに描かれ，「旅
客」 (DesVoyageurs)と「島人の容貌と婦人の化粧について」 Dela 
Figure des Insulaires et de la Toilette des Femmes) と題され
た2つの章は， Supplementau Voyage de Bougainvilleを想起させ，
前者には仮想の国の結婚が男女の性器の温度によって決定されることが
コミカルに描かれている。このように性的記述が溢れた追加の章からは，
「嫌悪すぺき書物」21)として ,LesBijo匹を書いたことを悔いる Diderot
の姿は読み取れず，むしろ彼のしたたかな戦略が読み取れるのである。22)
したがって，追加されたテクストに， 1748年版にも劣らないエロティシ
ズムヘの傾向が認められることから，エロティシズムという点では両者は
一貫しており，そのエクリチュールには差異がないかのようである。しか
19) Jacques Andre NAIGEON; Mlmoires historiques et philosophiques 
sur la vie et Les ouvrages de Diderot, ci給 dansDPV, t. il, p. 6. ． 
20) Les Bijouxにはなぜか「指輪の20番目の試み」が脱落している。
21) E. HEIER; L. H. Nicolay (1737-1820) and His Contemporaries, 
cite dans DPV, t. il, p. 6. 
22)伝記的資料には懐疑的であるが， Diderotは後に， Vincennesに閉じ込め
られた原因が LesBijouxにあったと書き残していることだけは指摘して
おく。 Cf.DPV, t. il, p. 8. 
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しながら Rustinが，「旅客」の注の中で，調子 (ton)という点では，
1748年版より一層抑制されていることを指摘しているように，23)両者には
表面にあらわれない差異が存在するのである。性的表現に関しても，「旅
する宝石」が性愛そのものを記述することを目的とした性の直接表現であ
るのに対して，追加されたテクストは性の直接表現であっても，性行為
はテクストの表面にはあらわれない。また，「旅客」にみられるように，
そのテクストは自然な行為を宗教や社会的慣習が妨げることに反発する
Supplementのテーマを含んでいて，決して性愛そのものを記述するこ
とが目的とはなっていないのである。つまり，エクリチュールの深さにお
いてはその差異が認められるのである。では LesBijo匹とそれ以後
のフィクションとでは，エクリチュールに差異が見いだせるだろうか？
Les Bijouxのエロティシズムを通してみられるエクリチュールの特徴
は，猥せつ批判をうけて変化したであろうか？ それを考えるために，ま
ず LesBijo匹に認められるエクリチュールの特徴をみてみることに
しよう。
I . Les Bijouxとそれ以後のフィクションとのエクリチュールの差異
Iー l. Les Bijo皿におけるエクリチュールの特徴
Les Bijouェのテクストは，すでに述べたように，エロティックである。
それが猥せつであるか否かは読者の判断によるにしても， LesBijouxに
対する批判はテクストが生みだすエロティシズムにもとづいている。しか
し，モデル小説である LesBijouxには，当時の社会が鋭く諷刺されて
いることを忘れてはならない。テクストには， 200年以上を経た我々には
うかがうすべもない暗号が刻みこまれているかもしれない。だがモデルの
詮索はもう不可能に近いだろうし，パロディもその効果は消え失せている。
そんななかで我々にとって興味深いのは，内容についてよりも，社会諷刺
が宮廷社会の淫らな性関係の諷刺として記述されているという形式につい
23) J. RUSTIN; op. cit., p. 338. 
41 
てである。24)言い換えるなら，社会諷刺がエロティシズムという装置を通
過して浮かびあがってくるというエクリチュールについてである。しかも
Les Bijo匹のエロティシズムには，「旅する宝石」 iとみられるように，
性の直接表現を外国語と・いう素朴なヴェールで包むことから生じる読者
に対する単純な挑発のみならず，性的タプーさえもが記述されていて，読
者のモラルを強く挑発している。その一例として，「旅する宝石」の中で
は，「お尻が女陰よりもはるかに歓迎されている」25)という性的タプーの
描写を指摘できる。当時のモラルでは，性交は正常位のみが許されてお
り，それ以外は懺悔の対象であった。 Foucaultも指摘しているように，
西洋では性は《性愛の術》ではなく，《性の科学》であり，キリスト教は
性の機能として《生殖》だけを認め，性的快楽の価値を認めなかったから
である。26)また，「Mangogulの幻覚」においても，「旅する宝石」同様，
Diderotのお尻に対する愛着が読み取れる。これらの性的タプーの記述
については，それが無意識からでたものではなく，きわめて意図的な，そ
れゆえに挑発的であることを「旅客」の中の次のテクストは語っている。
その主張は， Jacquesle Jataliste et son maitreにみられる《猥せつ
讃美》のくだりと同じものである。「お前の場違いな羞恥心は，お前から
この上なく心地よい読書を奪ってしまった。〔…〕賢明な女にせよ，淫ら
な女にせよ，すべての女性に共通のこの偽善が一体何に役立つか私にいっ
てもらいたいものだ。それはお前をおびえさせるものであろうか？ いや
そんなことはない。お前はそれを知っているのだから。それではそれはお
前をおびえさせる言葉であろうか？ 実際それはそんな値打はない。行
為で顔が赤くなるのが滑稽なら，それを意味する表現で顔を赤らめること
24) 18世紀批評は作品の形式に対する批評には関心がなく，内容の批評であった。
Cf. J. PROUST; Lectures de Diderot, Armand Colin, 1974, p. 14. 
25) J. RUSTIN ; op. cit., p. 267または p.362. 
26) Cf. Michel FOUCAULT ; Histoire de la sexualit~. t. I, Galli-
mard, 1976. Foucaultは本書の中で LesBijouェにふれ， LesBijoux 
を性について新しく現れた言説における最初の資料としてみている。
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は一層滑稽きわまることではないのか？」27)
性的タプーの記述は，「旅する宝石」や追加された章のみならず．テク
スト全体の中に散見できる。たとえば第 2巻8章のレスビアン，第2巻17
章の・オナニー ，第1巻2頷tでは Hariaという女と小犬とのセックスという
ぐあいである。これらの記述から浮きぼりにされるのは．単なるエロティ
シズムではなくて，読者のモラルヘの挑発である。猥せつな語句を用いて
性行為を描くポルノ小説はその当時氾濫していたにしても，『性愛の社会
史』を書いた JacquesSoleが述べているように，「『ダランベールの夢』
のなかで，時流にさからって青少年の性の自足を弁護したディドロのよう
な人はまれであった」28)のである。
このように LesBijo匹を貫通しているエロティシズムは，この作品
の社会諷刺をはなはだ挑発的なものにしている。つまり諷刺ー挑発という
モデル（形式）は．たえずエロスのエネルギーヘと傾斜していく傾向がみ
られるのである。したがって諷刺と挑発をエロスが結びつけるモデルの中
に， Diderotのエクリチュールの特徴を読み取ることができるのではない
だろうか。そのエクリチュールは．単にエロティシズムを指し示している
(signifier)のではなく．その特徴をあらわしている.(signaler)といえる
のである。29)このような意味で， LesBijo皿のエクリチュールの特徴は
エロティックということができるのである。それでは．この特徴は後の諸
テクストと較べて変化がみられるだろうか？
Iー 2. エクリチュールの変化
ここではこれまで猥せつ性が指摘されてきた若干のフィクションと Le
Reve de cl Alembertについて考えてみることにしよう。まず LaRe-
li,gieuseでは，偽善の象徴として修道院が諷刺され，その偽善を暴露する
ために，読者に対してきわめて挑発的に修道院内のレスビアンが記述され
27) DPV, t. m, pp. 273-274. 
28) Jacques SOLE; 『性愛の社会史』．西川長夫他訳，人文書院,1985, p. 142. 
29) Cf. R. BARTH ES ; op. cit., p. 7. 
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ている。諷刺ー挑発がレスビアンによって結びついていることにここでは
注目しなければならない。 Jacquesle Jatalisteは， Jacquesが語る恋愛
が全体をつなぐテーマであり，挿話として展開されるさまざまな愛はその
背後に性行為を隠しもっていて，あるいは露骨に描かれていて，我々ははっ
きりとその行為を読み取ることができる。重層的な語りのこのテクストの
中で，語り手は読者に「futuo(foutreを意味するラテン語）という言葉
は，パンという言葉に劣らず日常的だ」30)と述べて当時のモラルを批判し
ているように，ここでもやはり社会諷刺は性という視点から記述されてい
る。そして何よりもこの《猥せつ讃美》のくだりは読者に対して挑発的
である。 LeNeveu de Rameauでは，プロローグの語り手である「わた
し」が，自らの思考形態を娼婦のあとを追う若者にたとえていることにす
でにみてとれるように，この『諷刺第二』は当初からエロティンズムヘの
傾斜を暗示している。おまけに LeNeveuの NouveauxClassiques 
Larousse版では， 11箇の省略箇所があり，そのすべてがエロティックな
記述に関係している。このような点からも，当時の社会を映しだし，快楽
とモラルの対立を中心に展開していくこのテクストはエロティックな傾向
を含んでいることがわかる。 Supplementは LesBijouxの追加された
章と密接な関係があり，両者は同じ頃に執筆されたのではないかと指摘さ
れているが，31)ここでは自然な行為を宗教や社会が妨げることに対する反
発が，同じ人間社会でありながら，より自然に近い Tahiti社会との比較
によって描かれていて，当時のヨーロッパ社会が諷剌されている。そして
その諷剌は，両社会の性関係の差異を中心として記述されていることに注
目しなければならない。最後に LeReve de <f Alembertでも，宇宙の
生成の哲学が生殖をモデルに記述されていることに注目しよう。生殖がモ
デルとなっているので，宇宙生成の哲学は当然生殖用語によって説明され，
テクストは性交のイメージや d'Alembertがおこなうオナニーなどエロ
30) DPV, t. XXIII, p. 230. 
31) Cf J. RUSTIN; op. cit., p. 338. 
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ティシズムヘの傾斜が一貫しているのである。このようにしてみてくると，
Les Bijouxと同様に，後のフィクションや LeReveにおいても，記述
がたえずエロスヘと吸引されるという点で， Diderotのエクリチュールの特
徴は首尾一貫しているということができる。つまり LesBijo皿は，エク
リチュールの特徴という点でも後の諸テクストの「萌芽で母胎」なのである。
しかしながら， Rustinが追加された章のテクストと初版テクストとの
差異として，抑制された tonを読み取っているように，約20年という時が
隔てている両者には，微妙な差異が指摘できる。 VartanianもLesBijo皿
と LeReveの差異にふれて次のように述べている。「Diderotの唯物論
思想がその頂点に達するこの作品〔LeReve〕では，エロティックな流れ
は LesBijo四よりもずっと抑制されており，一般にはほのめかしのレ
ヴェルにとどまっていて，ところどころにしか明瞭にあらわれていない。」32)
したがって Vartanianも， LesBijo匹と LeReveの比較から，両者に
共通するエロティックな流れがその記述においては異なっていることを読
み取っているのである。この差異，つまり後のテクストの抑制は， Diderot
においてはきわめて意識的なものであった。というのも言葉がもつ猥せつ
性をいかにして避けることができるかという問題が， Encyclopedieの項目
《obscene》や LeReveの中で言及されているからである。たとえば項目
《obscene》では，「人は技芸や事物の学問によって認められた表現を用いて
憚せつさ》を避ける」33)と述べているし,Le Reveでも医師 Bordeuが
M11" de l'Espinasseに，亀頭，包皮，尿道，肛門，陰嚢，会陰，陰茎，
腟，陰核，睾丸などの生殖用語を用いたあとで，「d'Alembert—M11• de 
l'Espinasseに向かってあなたは口にすべからざることを言っているよう
ですね。 Bordeu—学問の話をするときには，専門的な言葉を使わなくて
はなりません。 d'Alembertー~おっしゃる通りです。その時には，普通な
らそれをいかがわしいものにしてしまう付随的な観念のつきものをなくし
32) Aram VARTANIAN ; 《Erotismeet philosophie chez Diderot》,in 
CAIEF, 13, 1961, p. 383. 
3) Encyclopedie, t. XI, 1765, p. 309. 
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ますからね」34)と述べて，猥せつさは付随的な観念のつきものによって生
じることを指摘している。したがって，逆説的にいえば， Les凩io匹以
後の諸テクストでは，この付随するものが巧みに利用され，それが読者に
猥せつさの抑制として読み取られたともいえる。ここには，テクストが生
みだすエロティシズムヘの傾向という Diderotのエクリチュールの特徴
は本質的には変化していないのではあるが， LesBijouxのようにエロティ
シズムが素朴な形でテクストの表層で戯れているエクリチュールから，エ
ロティシスムがテクストの深みへと沈んでいくエクリチュールの変化がみ
られるのである。恐らくこの変化には LesBijo皿でこうむった猥せつ
批判に対する Diderotの反省によるところがあったのであろう。35)
また，このようなエクリチュールの深みへの変化は，読者に対してきわ
めて多様な読みを提供することになる。たとえば LeR~ve において，
テクストの深層として中川氏が指摘しているょうな Mlie de l'Espinasse 
と医師 Bordeuの男女の戯れの読み取り，36)あるいは鷲見氏が指摘してい
るような LeNeveuの中の「運動は物質にとってきわめて本質的である」
(le mouvement est si essentiel a la matiere.)37>という一文が Bertin
とHusの性行為を暗示しているとして，38)運動 (mouvement)つまり性行為
は，物質 (matiere)つまり巨大な肉体をもった Husに本質的なものであ
るという読解39)をあげることができる。これらのことから， LesBijo匹
の中の宮廷社会の淫らな性関係にみられる，どちらかといえば denotation
34) Denis DIDEROT ; CEuvres philosophiques, ed. P. VERNIERE, 
Garnier, 1964, p. 329. 
35)注22)参照。
36)中川久定；『ディドロの〈現代性〉』，河合文化教育研究所， 1986.参照。
37) Denis DIDEROT; Le Neveu de Rameau, ed. J. FABRE, Geneve, 
Droz, 1950, p. 48. 
38) Ibid., p. 71 
39)鷲見洋一；「ディドロ―この未知なる人物」，『思想』 724,1984, 10, pp. 
35~36. 
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としてのエロティックなエクリチュールから， mouvementという言葉に
象徴的にみられるように connotationとしてのエクリチュールヘの変化が
見いだせるのである。したがって， LesBijo皿からそれ以後のフィクショ
ンや LeRepeのエクリチュールは，エロスヘの傾斜をもつエロティックな
エクリチュールであることに変わりはないにしても， denotationから con-
notationへとエクリチュールの深みへの変化がその特徴として読み取れる
のである。
以上のことから， Diderotの諸テクストにはきわめてエロティックな傾
向が流れていて，とりわけ彼のフィクションにみられる社会諷刺は，エロ
ティックな記述によって読者を挑発していることがエクリチュールの特徴
として指摘できる。しかしより重要なことはそのエクリチュールが変化
していることであり， LesBijouxから後のフィクションや LeReve 
へというエロティシズムの表層から深層への変化，あるいは denotation
から connotationへの変化こそ， Diderotのエクリチュールの重要な特
徴であるといえよう。したがってその読みにおいては，テクストが生みだ
すエロティシズムに注意を払うことが必要である。というのもそこにテク
ストの深みが隠されており，その深みをなおざりにしてはならないからで
ある。 Diderotのテクストに対して，読みづらいという批判があるが，
それはこの深みに関係しているがゆえだと思われる。
それにしても， Diderotのエクリチュールはなぜエロティックなのだろ
うか？ それに対しては， AliceParkerが指摘するように，「Diderot
が人生の第一条件としてエロスに関心をもつことは，単に過度に性欲があっ
たとか，当時の俗語で《官能的快楽が好きであり過ぎた (tropde tempera-
ment)》40)」ためであると考えてはならないのはいうまでもないことである。
この問いに対する解答を用意することが，我々の次の課題になるのである。
（博士課程後期課程）
40) Alice PARKER ; 《DIDI EROTICA: Diderot's Contribution to 
the history of sexuality》,in Diderot Studies XXII, Geneve, Droz, 
1986, p. 90. 
